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第２回協議会を９月２９日（水）東田端ふれあい館にて開催し、これまでの幹事会の経

過報告を受け、これからの子どもたちのために、また活力ある学校とするために、望まし

い中学校の数は１校（田端中＋新町中）であることを確認しました。 

 

 今後、望ましい学校の位置や、望ましい統合の時期につい

て議論を深めていく予定です。 

 

参考資料 学校の現状 

 16 年度生徒数 敷地広さ 校舎建築年次 大規模改造年次 耐震補強年次 

田端中 192(6) 6391.91 ㎡ 昭和３６年 昭和６１年 平成１１年

新町中 107(4) 3853.40 ㎡ 昭和４１年 平成５年 

※カッコ内の数字は学級数です。 

 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

○ 協議会資料・議事録は事務局および関係各校にございます。 
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滝野川南地区教育環境整備協議会

第２号 

（平成１６年１０月発行）

滝野川南地区における望ましい中学校の数は１校 

今までの検討経過 

●協議会第１回（平成１５年１１月７日）：協議会、幹事会の設置 

○幹事会第１回（平成１５年１２月１０日）：座長選出・今後の検討に向けて 

【協議会だより第１号 平成１５年１２月発行】 

○幹事会第２回（平成１６年２月１２日）：望ましい学校数の検討 

・小規模校のメリット、デメリット ・１校案、２校案の比較検討 

○幹事会第３回（平成１６年５月１７日）：望ましい学校数の検討 

○幹事会第４回（平成１６年６月２８日)：望ましい学校配置について 

・シミュレーションをもとに検討 

○幹事会第５回（平成１６年８月２日）：望ましい学校 

配置について 

・検討シートをもとに検討 

●協議会第２回（平成１６年９月２９日）：経過報告 

ご意見をお寄せください
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 平成１５年１１月に第１回滝野川南地区教育環境整備協議会を開催して以来、約１年半

にわたり中学校の適正配置について検討を重ねてきました。３月３日、第３回協議会全体

会において、これまでの経過を踏まえた「協議会方針」が確認、了承されました。 

 

開催経過 

◆（仮称）滝野川南地区ブロック協議会設置に向けて（平成１５年１０月７日） 

 ○学校適正規模等審議会第二次答申について ○協議会の基本的な考え方 

 ○滝野川南ブロックの現状 

  ・田端地区と東田端地区互いの実情が分からない。話し合ってもチグハグになるので

は。 

  ・学校にはそれぞれの良さがある。統合前提の議論は、まだ早い。 

◆第１回協議会（平成１５年１１月７日） 

 ○協議会設置要綱について ○幹事会の設置について 

◇第１回幹事会（平成１５年１２月１０日） 

 ○座長選出 座長:西村芳吉氏 副座長:多家廣明氏 ○今後の検討に向けて 

  ・学校規模で考えると中学校よりも小学校のほうが問題。 

  ・中学校だけではなく、小学校もあわせて考える必要がある。特に今後中学校へ行く

小学生の保護者の意見を入れて欲しい。 

  ・現在の学校用地以外、新たな敷地確保の目処はない。 

※協議会だより第１号発行（平成１５年１２月） 

◇第２回幹事会（平成１６年２月１２日） 

 ○望ましい学校数の検討 

  ・小規模校について：きめ細やかな指導ができるなどの良さがある反面、力強く生き
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滝野川南地区教育環境整備協議会 

第３号 

（平成１７年３月発行） 

《協議会方針》 

（1） 田端中学校と新町中学校は統合し、新たな１校を再配置する。 

（2） 統合中学校の位置については、小学校の位置も含めて検討することが

望ましい。 

（3） 統合の実施時期については、検討に至っていない。 



る力に欠ける。小学校と中学校とは、分けて考えるべき。 

  ・部活動について：小規模校では運営が難しく、保護者の要望、生徒の期待に応えら

れない。部活動によって進学先を選ぶ人も多い。 

  ・適正規模の確保：田端中と新町中が一緒になれば、１学年３学級の適正規模は確保

できるが、配置が難しい。 

◇第３回幹事会（平成１６年５月１７日） 

 ○望ましい学校数の検討 

  ・統合によって、通学距離は伸びるが、生徒数が増え、学校の勢いがつく。 

◇第４回幹事会（平成１６年６月２８日） 

 ○望ましい学校数の検討 

  ・新校舎を念頭に置くなら、小学校を含めた地区全体のあり方を考えるべき。 

  ・小学校の統合となると問題だ。中学校だけで考えるべき。 

◇第５回幹事会（平成１６年８月２日） 

 ○望ましい学校配置について 

  ・後年、後悔することがないよう、時間がかかっても、地域全体で最も望ましい形を

考えるべき。小学校を外せない。 

  ・急に小学校を議論の俎上にあげるのは混乱を招くだけ。まずは小学校にまで話を拡

散させず、中学校間でまとめるべき。 

◆第２回協議会（平成１６年９月２９日） 

 ○検討経過報告 

※協議会だより第２号発行（平成１６年１０月発行） 

◇第６回幹事会（平成１６年１１月２９日） 

 ○望ましい学校配置について 

  ・中学校について考える協議会ではあるが、どの場所にするかは別にして、小学校を

含めて考えていかなければ仕方ない。 

◇第７回幹事会（平成１７年２月２日） 

 ○検討報告書案について 

◆第３回協議会（平成１７年３月３日） 

 ○検討経過報告 

詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧く

ださい。 

○ 協議会資料・議事録は事務局および関係各校にございます。 

今回の《協議会方針》をもって、この協議会を締めくくります。 

この地域のこれからの子どもたち、これからの学校を考えたとき、果たしてこのま

までよいのか、どのような形が最も望ましいのかを、約１年半にわたって議論を重ね

ました。幹事会における活発な議論をもとに、「田端中学校と新町中学校を統合する。

位置については小学校の位置も含めて検討する」という一定の方針をまとめることが

できました。 

 長い間、熱心にご検討くださった委員の方々、ご協力くださった学校関係者や町会

自治会の皆様には座長として心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

滝野川南地区教育環境整備協議会  

座長 西 村 芳 吉    
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